
赤須賀漁師の伝言板 
「干潟の貝を未来に残そう」 ～その１～ 
 

 全国的に有名な桑名のハマグリは平成7年
に漁獲量が1ｔを切ってしまい、絶滅の危機
に陥りましたが、漁師達の様々の努力の結
果、近年では漁獲量が徐々に増え、ハマグ
リ復活の兆しが見えてきました。 
 漁師達は増えてきたハマグリを再び絶や
すことが無いよう、自ら厳しい漁獲制限や
種苗放流を継続しています。 
 しかし、こういった漁業者の努力の裏で、
遊漁者によるモラルのない採取が横行して
います。 
 「このままでは苦労の末に復活したハマ
グリがまた失われてしまう」と私たちは強
い危機感と憤りを感じています。 
 そのため、遊漁者に干潟で貝を獲らない
ようにと訴えていますが、なかなか理解が
得られないのが現状です。 
 私たちは先祖から受け継いだこの素晴ら
しい自然の恵みを後世に伝えたいと切に
願っています。       
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